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切除時の温度上昇を抑制するダイヤモンドバー

ダイヤモンドバーは、外科手術において、骨を切除す
る際に頻繁に用いられる医療機器である。しかし、切除
時にダイヤモンドバー表面の温度上昇が避けられず、骨
癒合遅延が生じるのみならず、骨周囲の神経や組織に熱
損傷が生じるといった問題がある。冷却水の供給により
温度上昇の抑制が図られているが効果は不十分である。
本研究では、切除中にダイヤモンドバー表面に付着し
た骨粉が温度上昇の原因であるという知見にもとづき、
表面に酸化チタンやフッ素系材料といった骨粉の付着抑
制に有効な表面処理を施した新たなダイヤモンドバーを
開発した。そして、既存のバーに比べて温度上昇を抑制
できることを確認した。

【A】PTFE粉末をフッ素コーティング剤により固着させたバー
【B】CF3 基による自己集積化単分子膜を形成したバー
【C】TiO2 粉末をめっきにより共析させたバー

おもな用途：
整形外科、脳神経外科、歯科口腔外科、耳鼻咽喉科、形成外科の分野における骨や歯の切除
（特に、脊椎脊髄疾患の外科治療において多く使用される）

（串田剛俊：整形外科 SURGICAL TECHNIQUE，2，3(2012)，319）
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骨切除実験結果 ウシ大腿骨の切除中における骨の温度推移
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